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昨年（平成１６年７月）の福井豪雨災害に見られたように，自然災害による地域環境へのインパクト
は甚大なるものがある．場合によっては，自然災害が契機となって，集落が消えてしまう場合や行政
区画としての村が廃村になってしまう場合もある．本稿で取り上げる二つの集落・村は福井県越美山
地に位置していたが，昭和３４年（１９５９年）の地辷りと昭和４０年の集中豪雨を直接的な契機として集落
移転が行われ，廃村になってしまった．このことが地形図の上でどの様に表現されるかを紹介する．
１．福井県今立郡池田町美濃俣
福井県今立郡池田町美濃俣は，足羽川の一支流の水海川上流に位置していた小集落である（図１）．
昭和３４年当時１６世帯，８４人がこの集落を構成していた．美濃俣は池田町中心部からも遠く，主たる生
計も植林，炭焼き，狩猟，稲作という第１次産業であった．
写真１：美濃俣地辷り発生時の写真．崩落崖がはっきりと見える．（福井県（１９６９年）の資料から）
１） Isamu Hattori(Department of Regional Environmental Studies, Fukui University, Fukui, Japan, 910-8507)
福井大学地域環境研究教育センター研究紀要
「日本海地域の自然と環境」
No．１２，８５‐９１，２００５
フォーラム―地形図に現れる福井の地域環境
８．自然災害による地域環境の変化
Forum: Fukui’s Past and Present in the Topographical Maps
８: Change in Regional Environments due to Natural Disasters
服部 勇１）
（福井大学教育地域科学部地域環境講座）
―８５―
図１：美濃俣地辷り（１９５９年）発生時の地形図．美濃俣集落が存在している．
図２：最近の地形図．美濃俣集落は消滅している．地辷りによる地形変化が読み取れる．
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美濃俣は巨大な断層帯の中にあり，記録に残るものとして，明治２４年の濃尾地震により美濃俣川支
流皿谷で地辷りが発生し，下流の集落や農耕地に多大な被害を及ぼした．昭和２３年の福井地震におい
ても皿谷地辷りの東南側で山腹上部に高さ４の割れ目が発生し，昭和２７年には幅２０に開口し，小
崩落が頻発した．昭和３４年４月２４日の夜半，幅約７５０，長さ５００，面積３３．７haの梯形状の大地辷
りが発生し（写真１），その土石流の末端は下流７５０までに達した（福井県，１９６９）．この地辷りの
東隣接地にも幅４００，長さ３００，面積１０．２haの地辷り危険地が存在している．４月時点では，下流
にある美濃俣集落は直接的な被害を受けなかった．同年８月には台風による豪雨があり，８月１２日に
１６７，８月１３日に１８４降雨があった．この大雨により，４月の地辷りで発生した土砂が土石流となり
美濃俣集落の住宅や水田を襲った．この災害による集落移転に関する人文地理学的調査については田
中・村上（１９９９）を参照されたい．
美濃俣集落の人口データは元禄８年（１６９５年）から断続的に得られている（表１）．この人口変遷
を見ると，美濃俣集落は，曲がりなりにも，人口が維持されており，突然人口が０になる理由は見つ
からない．昭和３４年の地辷りによる打撃が決定的原因であることは明らかである．
図２は最新（平成３年発行）の地形図である．美濃俣集落が消滅し，美濃俣集落南東側に顕著な地
辷り地形，崩落崖が出現している．
２．福井県大野郡西谷村
福井県大野郡西谷村は美濃俣集落の尾根を挟んだ東側に位置していた．西谷村は九頭竜川の一大支
流である真名川の更に上流の二つの分岐支流（雲川，笹生川）沿いに発達していた山間村であり，面
積１９８．１の村域の大部分は山林であった．主な産業は植林と炭焼きであった．昭和２５年には２，５１８人
を数えた人口は急速に減少していき，昭和４０年には１，１６２人となっていた．ダム建設や繰り返された
台風被害・豪雪被害により人口の流出が続き，最終的には昭和４０年の大水害（奥越集中豪雨）により
全人口の村外移転が実施され，廃村化し，昭和４５年には隣接する大野市に併合された．
奥越集中豪雨の経過は以下の通り（福井県大百科事典および西谷村誌より抜粋）．
昭和４０年９月９日からの１０日間に福井県地方は台風２３号に崖崩れよる強風，停滞前線による西谷村
の集中豪雨，台風２４号による嶺南地方の大雨と３つの大風水害に襲われた．特に１４日から１５日にかけ
ては本州中部に停滞していた前線に，日本のはるか南海上をゆっくり北西に進んでいた台風２４号の間
接的影響による暖湿気流が断続的に進入．奥越地方を中心に局地的集中豪雨となり，未曾有の大雨を
記録した．県営笹生川ダムが位置する本戸で観測された日降水量８４４は全図の観測史上で８位とな
っている．また１３日から１６日までの丸３日間の雨量は，本戸で１，０４４に達した．本戸の雨は１４日午
表１：美濃俣集落の人口変遷（主に池田町史（１９７７）より）
年 代 西 暦 戸 数 人 口
元禄８年
享保６年
元文５年
寛政３年
安政２年
明治４１年
昭和４年
昭和３４年
昭和５０年
１６９５
１７２１
１７４０
１７９１
１８５５
１９０８
１９２９
１９５９
１９７５
６
１７
１７
１７
２２
３２
３１
１６
０
２４
９２
９１
９２
１２２
２２９
１８８
８４
０
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後から強くなり２０時ごろから２４時にかけては１時間に７０を越える激しい雨となった．この豪雨のた
め当時の大野郡西谷村は各地で土石流が発生し，村の中心地区の中島をはじめ村全域が壊滅的打撃を
受けた．このため１４日夜から真名川をはじめ清滝川，旅塚川，赤根川が相次いで決壊し，奥越地方の
各所で河川の氾濫や山腹崩壊と土砂石の流出が発生した．この集中豪雨で死者９人行方不明２人，負
傷者２４人，家屋の全半壊１，２７２戸という甚大な被害が発生した．特に西谷村中島地区では，集落の直
ぐ下流部に河川閉塞ダム（天然ダム）が出来上がり，それが崩壊することにより，上流部・下流部の
集落が一気に流出した．全戸数１０６戸のうち４２戸が流失し５８戸が倒壊，役場や小学校も土砂に埋まる
という壊滅状態になった．流出した土砂は６５５，０００に達し，このうち１７５，０００が中島地区に流れ込
んだ．被害は１５６億円以上の巨額にのぼり，県では直ちに災害救助法を発動し，自衛隊の支援を受け
て応急対策を進めた．なお奥越集中豪雨に前後して来襲した台風２３号・２４号も県内に甚大な被害を発
生させたので，これらの惨禍は４０・９風水害と名づけられている．その後，防災目的の真名川ダムが
建設され，村民は全員離村し西谷村は廃村となった．
西谷村には，上秋生，下秋生，小沢，本戸，黒当戸，中島，巣原，熊河，温見，下笹又，下笹又の
１１集落があったが，昭和３４年の笹生川ダム建設に伴い，上秋生，下秋生，小沢，本戸の各集落が移住
し，７集落に減じた．西谷村各集落の人口変遷を表２に示す．西谷村では，笹生川ダムの建設による
集落移転，奥越豪雨による人口の一時的減少，それに真名川ダムの建設による最終的な全員離村とい
う３回の主要な人口移動が認められる．
この豪雨被害に関する自然災害研究については芦田等（１９６６），塚野・三浦・安川（１９６６），塚野・
野・三浦（１９６６）および田中．松梨（１９６６）を参照されたい．また，西谷村廃村に至る人文地理学
的調査について田中・村上（１９９９）を参照されたい．
奥越集中豪雨前の地形図（昭和３７年測量，昭和４０年補測調査）を図３に，豪雨後の地形図（昭和４５
年測量）を図４に示す．図３には中島を始め，西谷村の諸集落が明瞭に記入されているが，図４には，
それら全ての集落が消去され，西谷村の名前も消されている．代わりに，真名川ダム湖（麻那姫湖）
が大きく描かれている．麻那姫湖の出現により，大野市域に含まれていた上若生子，下若生子の二つ
の集落も消滅した．
表２：西谷村各集落の人口変遷（西谷村誌より．ダム建設に伴う一時的流入者を除く）
＊ 計は６７０となるが，原本には３００となっている．
集落 １９５７年 １９５９年 １９６５年 １９６６年 １９６９年
１月
１９６９年
１０月
１９７０年
上秋生
下秋生
小沢
本戸
黒当戸
中島
巣原
熊河
温見
上笹又
下笹又
計
１１
１９
２３
１９５
１０３
６７２
３４７
１８７
１８４
２１７
１３４
１，８４４
０
０
０
０
１１１
６９０
３０５
１５９
１５７
２０７
１２０
１，７４９
０
０
０
０
６２
５７４
２１５
０
１３
１８７
１１１
１，１６２
０
０
０
０
６４
３３０
８２
０
０
８４
１１０
３００＊
０
０
０
０
１１１
６９０
３０５
１５９
１５７
２０７
１２０
１，７４９
０
０
０
０
４８
３８２
６５
０
０
７４
６９
６３８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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図３：西谷村水害（１９６５年）以前の地形図．中島集落や黒当戸集落などが存在している．
（国土地理院発行 １／５０，０００地形図「荒島岳」（昭和４３年発行）の一部）
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図４：中島地区を含む最近の地形図．全ての集落は消滅し，河川閉塞ダム（天然ダム）
を造り出した土石流の痕跡が描かれている（道斉山の真西）．真名川ダム（麻
耶姫湖）が出現した．（国土地理院発行 １／５０，０００地形図「荒島岳」（平成５年発行）の一部）
服部 勇
―９０―
３．自然災害と集落消滅
集落，特に山間部の集落が消滅していく理由には，過疎化，ダム建設による水没，それに自然災害
による環境悪化などがある．その中で，自然災害だけが原因で集落が消滅する例はそんなに多くはな
い．集落に活力があれば，被害後にも再興する．しかし，集落が縮小しつつある時に自然災害のイン
パクトを受けると，それを契機として一気に消滅へと向かう．この視点は，今回取り上げた二つの例
にも当てはまる．それでは，集落の活力とは何かということになるが，その点については，田中・村
上（１９９９）を参考にされたい．
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